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北 海 道

北海道教育委員会

国では毎年１１月を「児童虐待防止推進月間」と位置づけ、オレンジリボンを身につ
け、虐待をなくしたいという気持ちを国民一人ひとりに伝えていく運動を推進しており
ます。

北海道においては、道、教育委員会、北海道警察の三者が連携して、いじめや児童虐
待の防止を広く道民に呼びかけており、一人でも多くの子どもたちの命や心を救うため、
１１月はこのオレンジリボンにいじめ防止のメッセージものせて、オレンジリボンキャ
ンペーンを推進することとしました。

つきましては、運動の趣旨にご理解をいただき、ご協力をお願いします。

１ 推進期間
平成２２年１１月１日から１１月３０日までの１ヶ月間

２ 取組内容
オレンジリボンを着用し、虐待やいじめの防止のメッセージを道民の方々に発信す

る。

３ 月間中の取組
（１）児童虐待シンポジウムの開催・全道８児童相談所ごと（別紙）
（２）オレンジリボン街頭啓発（北海道・札幌市主催、道警参加）

・日時１１月１日（月）１１時からを予定
・場所：札幌駅前及びアリオ札幌北８条側入口

（３）広報
・広報紙ほっかいどう（１１月号）
・「みなさんの赤れんが」などに掲載
・「テレビ・ウィークリー赤れんが」で放送予定（１０月３０日～１１月１日）

（４）各種会議、研修会でのオレンジリボンの着用等

【オレンジリボンキャンペーンとは】 ■１１月は児童虐待防止推進月間■１１月は児童虐待防止推進月間■１１月は児童虐待防止推進月間■１１月は児童虐待防止推進月間
2004年９月、栃木県小山市で二人の幼い兄 ですですですです

弟が虐待の末、橋の上から川に放り投げ入れ
られ、亡くなる事件が起きました。その事件
をきっかけに、小山市の「カンガルーOYAMA」 ■共通標語■共通標語■共通標語■共通標語
が、子供への虐待防止を目指して、2005年に 「見過ごすな「見過ごすな「見過ごすな「見過ごすな
オレンジリボンキャンペーンを始め、現在こ 幼い子どもの ＳＯＳ」幼い子どもの ＳＯＳ」幼い子どもの ＳＯＳ」幼い子どもの ＳＯＳ」
の取組に賛同する個人や企業、団体などが増
え、全国的に広がっています。

■児童相談所全国共通ダイヤル■児童相談所全国共通ダイヤル■児童相談所全国共通ダイヤル■児童相談所全国共通ダイヤル
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担当 保健福祉部子ども未来推進局
自立支援グループ（主幹 京谷）

電話 直通 ０１１－２０４－５２３７
代表 ０１１－２３１－４１１１

（内線２５－７５５）



○平成２２年度児童虐待防止シンポジウム開催予定

開催日 開催場所 主催者他

開催時間

11月24日 千歳市民文化ｾﾝﾀｰ ・中央児童相談所

１３：３０～１５：３０ ・講演会「子どもの問題行動の背景ー心育ての環境を考える」

（講師：札幌学院大学教授 市川啓子氏）

11月30日 旭川市市民活動交流ｾﾝﾀｰ ・旭川児童相談所

ＣｏＣｏＤｅ（ｺｺﾃﾞ) ・講演１「（仮）子ども虐待の現状と課題」

１３：００～１６：００ （講師：中央児童相談所次長 梶原敦氏）

・講演２「（仮）子どもたちの自立を考える～自立援助ホームの

現場から～」

（講師：自立援助ホームふくろうの家施設長 高橋一正氏）

11月19日 とかちプラザ ・帯広児童相談所

１３：３０～１５：３０ ・講演会「（仮）虐待を受けた子どもたちの心の傷跡」

（講師：自立援助ホームシーズ南平岸施設長 長谷あゆみ氏）

11月11日 釧路市生涯学習ｾﾝﾀｰ ・釧路児童相談所

まなぼっと ・講演会開催予定

１０：００～１２：００

10月25日 七飯町文化ｾﾝﾀｰ ・函館児童相談所

１３：３０～１６：３０ ・講演会：「親子関係の絆を深めるために」

（講師：東京福祉大学名誉教授 ヘネシー澄子氏）

・シンポジウム：「虐待予防としての子育て支援について」

11月15日 ホテルベルクラシック北見 ・北見児童相談所

１４：３０～１６：００ ・講演会及びシンポジウム開催予定

11月16日 砂川市地域交流ｾﾝﾀｰゆう ・岩見沢児童相談所

１３：１５～１６：１５ ・講演会：「メンタルクリニックで考えたこと～子たたきは母の

叫び～」

（講師：萌クリニック院長 早苗 麻子氏）

・シンポジウム：「精神的に不安定な親へのサポートについて」

11月11日 苫小牧市民会館 ・室蘭児童相談所

１４：３０～１６：３０ ・講演会（講師予定：児童養護施設南藻園施設長 大場信一氏）





児童虐待とは、

【身体的虐待】 殴る、蹴る、投げ落とす、激しく揺さぶる、やけどを負わせる、溺れさせるなど

【性的虐待】 性的行為の強要、性器や性交を見せる、ポルノグラフィの被写体にする など

【ネグレクト】
家に閉じこめる、食事を与えない、ひどく不潔にする、自動車の中に放置する、
保護者以外の同居人による虐待を放置することなど

【心理的虐待】
言葉による脅し、無視、兄弟間での差別的扱い、
子どもの目の前でドメスティック・バイオレンスを行うことなど

「虐待を受けたと思われる子ども」を見つけたときには、ためらわずに

子どもを虐待から救うための行動を起こしてください。

仄       緻 輻`卜灯         鸞、

・ 連絡は匿名で行うことも可能であり、また、連絡者や連絡内容に関する秘密は守られます。

O連絡により、虐待を行つた保護者への支援にもつながります。

O市町村では、子どもを虐待から守るために、子どもに関係するさまざまな機関からなるネットワークを作つています。

このネットワークの関係機関は、子ども虐待を発見しやすい立場にあるので、いち早く「虐待を受けたと思われる子ども」を

見つけるために、連携・協力をしながら、虐待防止につとめています。

ネットワータの

鰺児童相談所 饉福祉事務所 饉市町村 畿保健所、保健センター 畿子育て支援センター爾民生。児童委員 畿保育所

畿幼稚園 艤医療機関 蟻学校 鰺警察 艤児童福祉施設 鰺民間の相談機関 など

「虐待を受けたと思われる子ども」を見つけたときや、こ自身が出産や

子育てに1悩んだときには、児童相談所や市町村の窓口に連絡してください。

お住まいの 域の児 欄 所に 議をおつなぎしま魂

橿    爾   ダイヤル

0570-064-000
※ お住まいの地域を管轄する児童相談所を特定するため、お住まいの地域の郵便番号等を押していただくことがありま蔦

(プッシュ信号が出せない電話からは入力ができません)

※ 一部、本システムに未加入の地域がありまt(未加入の場合は、児童相談所の電話番号がアナウンスされます)

※ PHSや一部の P電話からはつなが
'り

ません。

晰最寄りの児童相談所の所在地などは厚生労働省ホームベージで見ることができます。

http:〃 www口 mhiw口 go口 ip/bunya/kodom o/dv.himl
トップページ「行政分野ごとの情報」内「子ども子育て支援」→「児童虐待防止対策・DV防止対策等」

颯携帯版ホームページ

http:〃www.mobile.mhiw.go.ip/1idOusoudan/index口 htm:


